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環境微生物分野 中川 聡 准教授  

研究について 
―現在進んでいる研究はどの

ようなものですか。 

そうですね…僕自身は今まで

深海の熱水活動域という非常に

変わった生態系の⾒られる環境

で、特に微生物といろいろな生

物がどのような共生関係を築い

ているか、といった、どちらか

というと非日常的環境を研究し

ていたのですが、それがなぜか

だんだんと日常生活に関連する

ような研究に発展してきてい

る、というところです。特に僕

が今興味をもって調べているの

は、僕らの胃に感染してくるピ

ロリ菌、人類に蔓延している病

原菌が、どうやら深海からやっ

てきているぞ、ということです

ね。何億年という非常に⻑い時

間をかけて、もともと深海に住

んでいた人間に害のない菌が、

なぜか人の病原菌になっている

ということが、ゲノム配列など

を調べていくことで分かってき

たんです。その進化の道筋もだ

んだん⾒えてきていて、そこが

最近の研究のすごくいい感じな

ところです(笑)。非常に基礎的

な、別世界の生態系を調べてい

るつもりだったのが、次第にピ

ロリ菌という我々の身近な、重

要な病原菌の、進化や誕生過程

がわかるようなところまで研究

が発展してきて、しかもそれを

うまく利用すれば、その病原菌

を撲滅できるのではないか、と
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研究室のぞいてみた。 
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いうところにまでつながりつつ

あるので、そこに今⼀番⼒を⼊

れています。

 

―お話を聞く限り、とても楽しそうですが、研

究は難しそうなイメージもあります。 

研究は非常に楽しいですよ。難しいかもしれない

ですが、僕が⾏っているフィールドワークが⼊った

研究というのは、本当に子供が虫網をもって走り回

っているのとほとんど変わらなくて、例えば僕らだ

と潜水艇にのって深海に⾏って生態系を⾒るわけで

すね。そうすると、うおお、何じゃこりゃああ︕︕

みたいな生態系があるわけです。そうすると、そこ

で起こっていることを調べたくなるわけですね。そ

れをやっているだけなんです(笑)。子供が虫網もっ

て、変な蝶捕まえてこれなんや︕とかやっているの

と同じような感じですね。だから研究を非常に難し

く、かっこよくアピールすることもできるのかもし

れませんが、根底にあるのは、自然に対する尊敬や

憧れからモチベーションを得て、もっと知りたいと

か、どうなっているんだろうとか、⾒てるだけでワ

クワクするとかそういう気持ちで、それを発展させ

ていっているだけという言い方もできると思いま

す。

 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

仕事について 
―普段されている研究やお仕事はどのような感

じですか。   

研究の方は、日々の細かい実験を研究室の学生さ

んに進めてもらって、ミーティングをして進捗を確

認しつつ、僕がもっと⼤局的な部分を⾒ていくとい

った感じです。あとは僕らにとって⼀番⼤きなミッ

ションに、お⾦を取ってこないといけないというも

のもあるので(笑)、予算を申請しては報告書を書いて

 

▲先生のお部屋で見つけたピ

ロリ菌のぬいぐるみ。最近のお

気に入りの微生物だそう。 

 

▲潜水艇・しんかい 6500(模型)と深

海の生物・スケーリーフット(実物)。 
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…というのも、日々の主な仕事です。その合間に船

に乗ったり、漁港に⾏ったりしてサンプリングをす

るといったフィールドワークや、学会や授業、学生

実験が⼊ってくる、といったところです。

―予算申請も主なお仕事なのですね(笑)  

そうですね。いろいろ研究したいことはあるんで

すけど、それぞれに関して非常にお⾦がかかるんで

す。⼤学というのは器を貸してくれているだけで、

研究するための予算は何もくれないので、その予算

は外部からとってくる必要があって、それがまあ非

常に⼤きな…義務ですよね、私たちの(笑)。 

◇◆◇◆◇◆◇◆◇ 

学問について 
―⼀般教養は専門科目にどのように生きてくる

と思われますか。  

わからないと思います。よく、どういう勉強をし

ておいたら深海の研究者になれますか、と聞かれる

のですが、自分自身が勉強した時というのは、本当

に必要に迫られてからなんですよね。特に僕がやっ

ている深海の研究というのは、今はほとんど絶滅し

つつある海洋科学で、研究者も少ないんです。しか

し深海の研究をやるうえではその知識が必要になっ

てくる。勉強しておいた方がいいことは非常にたく

さんありますが、専門的な勉強は本当に必要になっ

た時にやって初めて身につくものだと思います。な

ので、そもそも⼀般教養はどちらかというと将来何

かのために、というせこいものではなく、総合⼤学

に満ち溢れている知の多様性に浸るためのもの。⼤

学の中にこんなに知識があふれている、すごいとこ

なんや、というのを⼀般教養から感じてもらえたら

いいのではないかと思います。

―お忙しい中お答えいただきありがとうござい

ました。(⽂責︓鈴⽊結莉子) 

 

▲試験管の中で微生物も育て

ているのだとか。 


